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１ 
全
国
安
全
週
間
の
実
施
と
林
土
連
の
安
全
対
策 

「
多
様
な
人
材 

全
員
参
加 

み
ん
な
で
育
て
る
安
全
職
場
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
今
年
で
99
回
目
と
な
る
「
全
国
安
全
週
間
」
が
７
月
１
日
か
ら
７
日
（
準

備
期
間
：
６
月
１
日
か
ら
30
日
）
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

全
国
の
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
の
労
働
災
害
の
状
況
を
見
る
と
、
死
亡
災
害
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
平
成
21
年
以
降
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
要
因
の
一
つ
に
は
、
高
齢
労
働
者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
、
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ

た
労
働
者
の
作
業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷
災
害
が
増
加
し
続
け
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て

墜
落
・
転
落
に
よ
る
災
害
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

令
和
７
年
度
の
国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
請
負
事
業
の
労
働
災
害
発
生
状
況

は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
横
並
び
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
林
道
事
業
に
お
け
る
２
件
の
重

大
災
害
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

林
土
連
で
は
、
こ
う
し
た
重
大
災
害
を
二
度
と
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
強
い
決

意
の
も
と
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
「
労
働
災
害
防
止
、
特
に
重
大
災
害
発
生
ゼ
ロ

へ
の
取
組
」
を
今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

「
令
和
８
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
で
は
全
国
安
全
週
間
を
前
に
、
本

紙
で
の
安
全
特
集
や
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
布
な
ど
、
労
働
安
全
の
確

保
に
向
け
た
啓
発
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

各
林
業
土
木
協
会
及
び
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
全
国
安
全

週
間
を
労
働
安
全
確
保
の
重
要
性
を
認
識
す
る
機
会
と
捉
え
、
安
全
で
快
適
な
職

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 ２ 

全
国
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況 

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
（
１
月
～
12
月
）
に
は
13
万
２
７

４
７
人
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
（
休
業
４
日
以
上
）
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち

６
８
４
人
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
令
和
６
年
と
比
較
す
る
と

死
傷
者
で
は
８
０
４
人
の
減
少

（
△
0.6
㌫
）
、
う
ち
死
亡
者
で

は
40
人
の
減
少
（
△
5.5
㌫
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

死
傷
者
数
は
、
令
和
７
年
に

僅
か
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
以
降
続
く

13
万
人
台

と
い
う
高
い
発
生
者
数
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
死
亡

者
数
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全

意
識
の
定
着
、
労
働
災
害
防
止

対
策
の
進
展
も
あ
り
、
平
成
29

年
以
降
毎
年
減
少
が
続
い
て
お

り
令
和
７
年
度
は
７
０
０
人
を

切
る
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

労
働
安
全
対
策
の
推
進 
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ま
た
、
業
種
別
に
見
て
み
る
と
、
死
傷
者
数
は
第
三
次
産
業
が
最
も
多
く
、
次

い
で
製
造
業
、
運
送
業
と
続
き
、
建
設
業
は
４
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

死
亡
者
数
は
、
建
設
業
が
最
多
の
２
０
９
人
で
、
以
下
、
第
三
次
産
業
、
製
造
業
、

運
送
業
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ３ 

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況 

 

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
直
近
10
年
間
の
請
負
事
業
・
立
木
販
売
等
に
お
け

る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
図―

４
に
示
し
ま
す
。 

重
大
災
害
を
含
む
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
の
発
生
件
数
は
、
令
和
元
年
度

の
１
０
０
件
か
ら
令
和
３
年
度
に
70
件
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
毎

年
度
増
加
し
、
令
和
７
年
度
は
82
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
重
大
災
害
は
、
平

成
30
年
度
の
７
件
か
ら
毎
年
度
減
少
し
令
和
４
年
度
に
は
２
件
に
ま
で
減
少
し

ま
し
た
が
、
次
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
は
再
び
増
加
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は

前
年
度
よ
り
２
件
減
少
し
６
件
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
件
数
は
こ
の
10
年
間
で

は
平
均
を
上
回
る
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                      

 
 

（出典：林野庁業務資料より） 
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次
に
、
令
和
７
年
度
の
６
件
の
重
大
災
害

を
事
業
別
に
見
る
と
、
立
木
販
売
、
生
産
事

業
、
造
林
事
業
で
合
計
４
件
、
林
道
事
業
で

２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

森
林
土
木
事
業
に
お
い
て
前
年
度
に
続

い
て
重
大
災
害
発
生
ゼ
ロ
を
達
成
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

最
近
10
年
間
に
お
け
る
林
道
・
治
山
事
業

に
お
け
る
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
と

重
大
災
害
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、
重
大
災

害
が
発
生
し
た
い
ず
れ
の
年
度
も
休
業
４

日
以
上
の
労
働
災
害
が
前
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
に
も

あ
る
と
お
り
、
重
大
災
害
は
突
然
発
生
す
る

の
で
は
な
く
、
日
常
的
に
起
き
て
い
る
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
の
延
長
上
に
あ
り
ま
す
。 

重
大
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
日
常
の
小
さ
な

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。 

 ４ 

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策 

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
近
年
、
熱
中
症
リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
の
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
に
よ
る
死
傷
者
（
死
亡
・
休
業
４
日
以
上
）
は
１
６
８
１
人
（
対
前
年
度
比

41
㌫
増
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
業
種
別
に
見
る
と
、
製
造
業
が
３
３
７
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
建
設

業
が
２
７
８
人
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
業
と
製
造
業
で
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
死
亡
者
は
15
人
（
対
前
年
度
比
50
㌫
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

建
設
業
は
５
人
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
令
和
７
年
６
月
に
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
施
行
さ
れ
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
28
度
以
上
ま
た
は
気
温
31
度
以
上
の
環
境
下
で
連
続
１
時
間
以
上
ま
た

は
１
日
４
時
間
を
超
え
て
実
施
が
見
込
ま
れ
る
作
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
①
報
告

体
制
の
整
備
（
早
期
発
見
）
、
②
必
要
な
措
置
の
内
容
及
び
実
施
手
順
の
作
成
（
重

篤
化
防
止
）
、
③
関
係
作
業
者
へ
の
周
知
（
①
②
の
内
容
を
作
業
者
に
周
知
す
る

こ
と
）
が
事
業
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

表－２ 　　　　　　　　　　　　　　　　熱中症による死傷者数の業種別の状況

（人）

業種

年

128 85 59 65 61 28 14 7 100 547

(11) (2) (1) (1) (3) (0) (2) (0) (0) (20)

172 144 126 90 79 56 20 6 112 805

(13) (2) (1) (6) (1) (2) (2) (0) (1) (28)

202 220 137 103 118 55 25 7 178 1,045

(11) (4) (1) (4) (3) (0) (4) (0) (1) (28)

216 227 186 136 113 72 29 10 206 1,195

(8) (6) (6) (2) (2) (2) (1) (0) (3) (30)

278 337 201 186 221 110 31 9 308 1,681

(5) (1) (1) (2) (1) (1) (1) (0) (3) (15)

996 1,013 709 580 592 321 119 39 904 5,273

(48) (15) (10) (15) (10) (5) (10) (0) (8) (121)

注 １） 各年１２月末速報値である。 （出典：厚生労働省統計資料より）
２） 内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。

Ｒ３

建設業 製造業 運送業 警備業 農業 林業 その他 計商業
清掃・
と畜業

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

計

（件）

年度 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

休業４日以上の労
働災害件数

14 8 12 23 12 14 11 14 10 13

（対前年度増減） ( 7 ) ( △ 6 ) ( 4 ) ( 11 ) ( △ 11 ) ( 2 ) ( △ 3 ) ( 3 ) ( △ 4 ) ( 3 )

重大災害件数 0 0 1 1 0 2 0 1 0 2

(出典：林野庁業務資料より)

表－１　　　　林道・治山事業における休業４日以上の労働災害と重大災害の発生状況
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厚
生
労
働
省
は
年
々
増
加
す
る
熱
中
症
災
害
の
状
況
を
受
け
、
令
和
８
年
３
月

に
「
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
具
体
的
対
策
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。 

事
業
者
は
熱
中
症
に
よ
る
リ
ス
ク
を
把
握
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
指
数
計
で
実
測
）
・
評

価
し
た
上
で
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
な
具
体
的
対
策
を
熱

中
症
に
応
じ
た
措
置
か
ら
選
択
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

○ 

熱
中
症
リ
ス
ク
の
評
価 

 

① 

有
害
性
の
要
因
の
特
定 

 

② 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
把
握 

③ 

熱
中
症
リ
ス
ク
の
評
価
・
検
討 

○ 

熱
中
症
リ
ス
ク
に
応
じ
た
措
置 

１ 

労
働
衛
生
管
理
体
制
の
確
立
等 

各
種
管
理
者
等
の
選
任
、
作
業
手
順
・
作
業
計
画
の
策
定
、
報
告
体
制
の

整
備
お
よ
び
手
順
等
の
作
成
・
周
知 

２ 

作
業
環
境
管
理 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低
減
、
休
憩
場
所
の
整
備
等 

３ 

作
業
管
理 

作
業
時
間
の
短
縮
、
暑
熱
順
化
、
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
、
水
分
・
塩
分
の
摂

取
、
服
装
等
に
よ
る
対
策
、
作
業
中
の
巡
視 

４ 

健
康
管
理 

 
 

健
康
診
断
結
果
や
日
常
の
健
康
状
態
の
確
認
、
暑
熱
順
化
の
状
況
確
認 

５ 

労
働
衛
生
教
育 

 
 

熱
中
症
の
症
状
、
予
防
方
法
、
緊
急
時
の
救
急
処
置
等
に
関
す
る
教
育 

６ 

異
常
時
の
措
置 

 
 

離
脱
、
身
体
冷
却
、
医
師
の
診
察
・
処
置
、
緊
急
連
絡
・
搬
送
等 

 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
関
係
省
庁
や
労
働
災
害
防
止
団
体
と
連
携
し
、
令
和

８
年
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
令
和
８
年
５

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
実
施
（
７
月
は
重
点
取
組
期
間
）
し
、
職
場
に
お
け

る
熱
中
症
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
年
の
夏
も
、
平
年
を
上
回
る
気
温
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
事
業
者
は
、
建
設
現
場
で
作
業
す
る
従
業
員
が
、
安
全
か
つ
健
康
に
作
業

に
従
事
で
き
る
よ
う
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 
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４
月
２
日
（
木
）
、
技
術
・
安
全
委
員
会
（
委
員
長
：
河
津
市
元
東
京
林
業
土
木

協
会
会
長
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

施
工
技
術
の
向
上
と
労
働
災
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
に
理
事
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
で
は
、
毎
年
、「
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方

針
」
を
決
定
す
る
と
と
も
に
技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
と
労
働
災
害
防
止
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

会
議
で
は
、
冒
頭
、
河
津
委
員
長
か
ら
「
本
日
の
会
議
で
は
、
施
工
技
術
の
向

上
と
労
働
災
害
の
防
止
等
に
関
す
る
企
画
立
案
を
目
的
と
し
、
今
年
度
の
林
土
連

の
技
術
・
安
全
対
策
の
実
施
方
針
を
決
定
し
た
い
。
昨
年
は
残
念
な
が
ら
２
件
の

重
大
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
今
年
度
は
こ
の
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
二
度

と
同
様
の
重
大
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
と
の
強
い
思
い
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
各
委
員
・
幹
事
に
は
積
極
的
な
発
言
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
開
催
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

議
事
は
、
最
初
に
「
令
和
８
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
に
つ
い
て
、

説
明
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
施
工
技
術
の
向
上
対
策
と
し
て
は
、
①
技
術
者
の

養
成
お
よ
び
研
修
、
②
調
査
・
研
究
並
び
に
資
料
の
収
集
、
③
情
報
収
集
お
よ
び

政
策
提
言
、
④
表
彰
、
⑤
普
及
啓
発
お
よ
び
広
報
、
に
つ
い
て
実
施
内
容
を
決
定

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
労
働
災
害
防
止
対
策
と
し
て
は
、
①
労
働
災
害
防
止
の
推
進
と
指
導
、

②
労
働
衛
生
の
維
持
・
向
上
、
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
会
員
企
業
の
現
場
技
術
者
が
日
頃
感
じ
て
い
る
課
題
や
要
望
等
を
把

握
し
、
今
後
の
林
土
連
の
諸
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に
引

き
続
き
本
年
も
技
術
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
近
年
に
お
け
る
適
正
な
利
潤
の
確
保
や
工
事
現
場
を
複

数
兼
務
す
る
こ
と
に
よ
る
負
担
増
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
把
握
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

４
月
20
日
（
月
）
、
都
内
の
会
議
室
に
お
い
て
令
和
８
年
度
設
計
積
算
基
準
等

の
改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
設
計
関
係
団
体
と
施
工
関
係
団
体
が
合
同
で
開
催

し
ま
し
た
。 

 

勉
強
会
に
は
、
林
野
庁
か
ら
計
画
課
施
工
企
画
調
整
室
の
五
味 

亮
室
長
を
は

じ
め
７
名
の
担
当
官
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
五
味
施
工
企
画
調
整
室
長
か
ら
「
林
野
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、
適
正
な
利

潤
の
確
保
、
生
産
性
の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
き
た
。
引
き
続
き
選
ば
れ
る
森
林
土
木
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
現
場
条
件
に
適
応
し
た
設
計
積
算
と
な
る
よ
う
設
計
積
算
基
準

等
の
改
正
に
務
め
、
更
な
る
受
注
環
境
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
旨
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 
林
野
庁
か
ら
、 

・
令
和
８
年
度
森
林
整
備
保
全
事
業
設
計
積
算
基
準
等
の
主
な
改
正
内
容 

・
設
計
段
階
に
お
け
る
施
工
者
か
ら
の
意
見
聴
取
試
行
要
領 

・
森
林
土
木
工
事
書
類
作
成
ス
リ
ム
化
ガ
イ
ド 

第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会
を
開
催 

 

設
計
積
算
基
準
の 

改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催 
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等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

設
計
段
階
に
お
い
て
、
設
計
者
が
工
事
施
工
者
か
ら
工
種
・
工
法
の
妥
当
性
や

仮
設
計
画
・
安
全
対
策
な
ど
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
、
ま
た
、
工
事
関

係
書
類
の
作
成
を
簡
素
化
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
林
土
連
が
林
野
庁
に
対
し
て
要
望
し
て
き
た
事
項
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
工
事
の
安
全
性
の
確
保
や
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

今
後
は
、
現
場
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
適
切
に
運
用
さ
れ
、
受
発
注

者
双
方
が
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ご
説
明
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
林
野
庁

の
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

    

林
土
連
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
に
各
林
業
土
木
協
会

が
実
施
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
、
他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
取
り
組
み
を

選
定
し
表
彰
し
ま
し
た
。 

 

表
彰
受
賞
協
会
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
が
各
協
会
の
活
動

の
中
か
ら
優
良
な
取
り
組
み
を
選
び
、
そ
の
取
り
組
み
を
５
名
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
委
員
が
、
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
方
法
で
行
い
、
次
の
３
つ
の
活
動
を
優
秀
な
取
り
組
み
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。 

 

１ 

ポ
ロ
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設
整
備
（
札
幌
林
業
土
木
協
会
） 

札
幌
林
業
土
木
協
会
で
は
「
民
族
共
生
対
象
空
間
ウ
ポ
ポ
イ
」
に
隣
接
す
る
ポ 

 

        

社
会
貢
献
活
動
で
３
協
会
を
表
彰 

老朽化したテーブル・ベンチの撤去 

新しいテーブル・ベンチの組み立て 

林野庁出席者の皆さん 

勉強会の様子 
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ロ
ト
自
然
休
養
林
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
設
置
さ
れ
た
木
製
テ
ー
ブ
ル
や
木
製
ベ

ン
チ
の
交
換
を
昨
年
度
か
ら
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
７
年
度
は

老
朽
化
し
た
テ
ー
ブ
ル
３
台
と
ベ
ン
チ
６
台
を
撤
去
し
、
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。 

多
く
の
利
用
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
元
新
聞
で

も
活
動
の
様
子
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
こ

の
取
り
組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

２ 

防
風
保
安
林
の
整
備
事
業
（
獣
害
対
策
）
に
取
り
組
み
ま
し
た 

（
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
） 

 

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
で
は
、
地
元
森
林
管
理
署
か
ら
協
力
要
請
を
受
け
、
獣

害
対
策
と
し
て
昨
年
か
ら
地
域
住
民
の
生
活
道
路
沿
い
に
あ
る
国
有
林
（
防
風
保

安
林
）
が
ク
マ
な
ど
野
生
獣
と
地
域
住
民
と
の
緩
衝
帯
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
木
竹
や
灌
木
、
雑
草
等
が
繁
茂
し
た
森
林
の
整
備
を
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
近
年
、
地
域
に
お
い
て
社
会
問
題
化
す
る
野
生
有
害
獣 

          

に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
拡
大
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
日

の
活
動
の
様
子
は
地
元
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
取
り

組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

３ 

農
耕
地
へ
の
土
砂
流
出
対
策
を
実
施
（
九
州
林
業
土
木
協
会
） 

 

九
州
林
業
土
木
協
会
で
は
、
福
岡
県
岡
垣
町
内
の
国
有
林
に
接
し
た
民
有
耕
作

地
へ
の
土
砂
流
出
防
止
の
た
め
、
丸
太
柵
と
張
芝
の
施
工
を
社
会
貢
献
活
動
で
実

施
し
ま
し
た
。
現
地
は
、
大
雨
の
度
に
国
有
林
か
ら
耕
作
地
に
土
砂
が
流
入
す
る

た
め
、
地
元
か
ら
対
策
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
活
動
に

よ
り
崩
壊
土
砂
の
流
出
に
よ
る
耕
作
地
へ
の
影
響
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
本
活
動
は
、
地
域
要
請
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

            
 

草刈り作業 

草刈り作業 

土砂流出防止策（木柵）施工中 

張芝施工中 
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十
和
田
の
魅
力
と
新
技
術
を
活
か
し
た 

取
組
み
に
つ
い
て 

 
 

 
 

田
中
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
副
社
長 

東
大
野 

晃
頌 

（
青
森
林
業
土
木
協
会
） 

 

食
・
自
然
・
ア
ー
ト
の
街 

十
和
田 

 

十
和
田
市
は
、
青
森
県
の
南
部
に
位
置
し
、
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流
と
い
っ

た
国
立
公
園
を
始
め
と
し
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
街
で
す
。
農
業
も
盛
ん
で
、
に
ん

に
く
の
市
町
村
別
生
産
量
は
日
本
一
を
誇
り
、
長
い
も
の
生
産
も
全
国
有
数
の
規

模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
食
文
化
で
は
、
牛
バ
ラ

肉
と
タ
マ
ネ
ギ
を
甘
辛
い
タ
レ
で
鉄
板
焼
き
に

し
た
「
十
和
田
バ
ラ
焼
き
」
が
ご
当
地
グ
ル
メ

と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
市
内
の
多
く
の
店
舗
で

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

十
和
田
市
の
自
然
を
代
表
す
る
の
が
十
和
田

湖
と
奥
入
瀬
渓
流
で
す
。
十
和
田
湖
は
火
山
活

動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
四
季

を
通
じ
て
美
し
い
景
観
を
楽
し
め
ま
す
。
現
在
、

環
境
省
の
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
対
象
と
し
て
十
和
田
湖
周
辺
の
再
整
備
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
魅
力
的
な
エ
リ

ア
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
流
れ
出
す
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
奥
入

瀬
渓
流
は
、
国
の
特
別
名
勝
及
び
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
や
カ
ツ
ラ
の
自
然

林
に
覆
わ
れ
た
渓
谷
は
何
度
訪
れ
て
も
飽
き

る
こ
と
の
な
い
場
所
で
す
。 

 

自
然
だ
け
で
な
く
、
十
和
田
市
は
ア
ー
ト
の

街
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。
十
和
田
市
現
代
美
術
館
は
、
草
間
彌
生
や
奈

良
美
智
な
ど
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
常
設
作
品
を
展
示
し
、
建
物
全
体
が

ひ
と
つ
の
芸
術
作
品
の
よ
う
な
開
放
的
な
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
官
庁
街
通
り
に

は
ア
ー
ト
作
品
が
点
在
し
、
街
全
体
が
ひ
と
つ
の
美
術
館
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
技
術
を
活
か
し
て
自
然
を
守
る 

十
和
田
市
で
は
他
に
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
紅
葉
が
水
面
に
映
り
込
む
景
色
が
美

し
い
蔦
沼
や
、
約
千
年
前
か
ら
親
し
ま
れ
日

本
で
も
大
変
珍
し
い
湯
船
の
底
か
ら
ぷ
く
ぷ

く
と
源
泉
が
湧
き
出
し
て
く
る
「
源
泉
湧
き

流
し
」
が
楽
し
め
る
蔦
温
泉
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
蔦
沼
周
辺
の
山
間
部
で
は

会
員
か
ら
の
声 

 

奥入瀬渓流 

十和田バラ焼き 

蔦沼の紅葉 
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地
盤
が
毎
年
数
セ
ン
チ
ず
つ
動
い
て
お

り
、
地
す
べ
り
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
弊
社
で
は
、
蔦
沼
に
ほ
ど
近
い

国
有
林
内
で
三
八
上
北
森
林
管
理
署
が

発
注
す
る
蔦
川
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

施
工
し
て
い
ま
す
。
本
工
事
は
深
さ
30

メ
ー
ト
ル
の
井
戸
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
地
下

水
を
集
め
排
水
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
工
事
で
は
新
技
術
を
取
り

入
れ
て
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

 

井
戸
の
施
工
箇
所
へ
向
か
う
に
は
、
ま
ず
山
林
の
中
に
作
業
道
を
作
設
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
場
は
木
々
が
生
い
茂
り
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
地
形
計
測
に
は
ハ
ン
デ
ィ
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
導
入
し
、
地

上
か
ら
正
確
な
３
次
元
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
レ
ー
ザ
ー

ス
キ
ャ
ナ
ー
は
地
形
計
測
だ
け
で
な
く
、
大
量
の
湧
水
が
予
想
さ
れ
る
井
戸
の
変

位
計
測
へ
の
応
用
や
、
残
土
置
き
場
の
土
量
測
定
に
も
活
用
す
る
な
ど
、
ひ
と
つ

の
機
器
を
多
用
途
に
活
か
す
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
作
業
道
の
作
設
に
は
バ
ケ
ッ
ト
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ル
ト

ロ
ー
テ
ー
タ
付
き
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
導
入
し
ま
し
た
。
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
確
保

で
き
な
い
場
所
で
も
機
械
の
向
き
を
変
え
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
掘
削
が

で
き
る
た
め
、
作
業
効
率
と
安
全
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

昨
今
話
題
の
AI
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
自
動
的
に
使
い
分
け
な

が
ら
タ
ス
ク
に
取
り
組
む
AI
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
自
立
型
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
取
り
入
れ
、
利
活
用
を
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
井
戸
の
変
位
計
測

に
お
い
て
は
、
管
理
基
準
の
策
定
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
得
し
た
デ
ー
タ

の
処
理
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
帳
票
出
力
ツ
ー
ル
の
構
築
と
い
っ
た
制
度
設

計
か
ら
最
終
成
果
物
の
出
力
ま
で
一
貫
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
工
事
で
は
こ
う
い
っ
た
取
組
み
や
安
全
面
、
環
境
面
で
の
取
組
み
を

広
く
発
信
す
る
た
め
、
現
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も

AI

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
活
用

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
文
章
作
成
、
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
と
い
っ
た
制
作
作
業
か
ら
、
公
開
・

更
新
作
業
に
至
る
ま
で
す
べ
て
自
社
内

で
完
結
さ
せ
て
作
成
し
た
も
の
で
、
工
事

の
進
捗
状
況
や
技
術
的
な
工
夫
、
周
辺
の

自
然
環
境
の
様
子
な
ど
、
現
場
の
リ
ア
ル

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
蔦

川
地
す
べ
り
防
止
工
事
」
と
検
索
し
て
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

弊
社
は
長
年
こ
の
地
で
国
有
林
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
ご
紹
介
し

た
蔦
川
地
す
べ
り
防
止
工
事
で
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
新
し
い
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
十
和
田
の
自
然
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
一
度
十
和
田
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

弊社の現場ホームページ 

地すべり工事の施工状況 
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 ４
月

 

２

 

日
（
木
） 

第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会
（
リ
モ
ー
ト
） 

４
月

 

６
 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

４
月

 

20
日
（
月
） 

設
計
積
算
基
準
の
改
正
等
に
関
す
る
勉
強
会 

（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

５
月

 

11
日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

  

７

 

月
17
日
（
金
） 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９

 

月

 

８

 

日
（
火
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９

 

月

 

９

 

日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

10
月
20
日
（
火
）
～
21
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
（
新
潟
市
） 

11
月
16
日
（
月
） 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
17
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月

 

18
日
（
水
） 

２
０
２
６
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月

 

８

 

日
（
火
） 

第
４
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 

令
和
９
年 

 

１

 

月
21
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
25
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会 

 

２

 

月
17
日
（
水
） 

令
和
９
年
度
定
時
総
会 

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
） 

 

◎ 

４
月
１
日
付
け
で
林
野
庁
及
び
森
林
管
理
局
・
署
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
掲
載
は
森
林
土
木
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
） 

 

４
月
１
日
付
け 

（
林
野
庁
関
係
） 

 

計
画
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
脇 

 

慈 

 

計
画
課 

課
長
補
佐
（
施
工
技
術
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

井
手 

一
彦 

 

治
山
課 

山
地
災
害
対
策
室
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
井 

康
彦 

 

治
山
課 

保
安
林
・
盛
土
対
策
室
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

齋
藤 

 

綾 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
﨑 

耕
作 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
災
害
支
援
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

小
嶋 

公
輝 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

彰
咲 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
施
設
計
画
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

巻
田 

和
丈 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
施
設
実
行
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

土
井 

崇
史 

 

業
務
課 

企
画
官
（
災
害
調
整
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
川 

裕
子 

 

業
務
課 

企
画
官
（
災
害
対
策
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
澤 

和
美 

 

業
務
課 

課
長
補
佐
（
治
山
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
後 

 

浩 

 

（
森
林
管
理
局
関
係
） 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宇
野 

聡
夫 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

善
行 

 

宏 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 

●

 

● 

今 

後 
の 

予 

定 

●

 

● 

●

 

● 

林 

野 

庁 

人 

事 

●

 

● 



             林 土 連 会 報           12 

 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

石
塚 

洋
介 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
昌
有
吉 

 
北
海
道
森
林
管
理
局 

 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

増
田 

義
昭 

 

東
北
森
林
管
理
局 

 
 

次
長
（
青
森
事
務
所
長
） 

 
 

 

小
林 

重
善 

 

関
東
森
林
管
理
局 

 
 

次
長
（
東
京
事
務
所
長
） 

 
 

 

山
根 

則
彦 

 

関
東
森
林
管
理
局 

 
 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

松
尾 

清
史 

 

関
東
森
林
管
理
局 

 
 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

金
谷 

範
導 

 

中
部
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

津
脇 

晋
嗣 

 

中
部
森
林
管
理
局 

 
 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

藤
平 

康
則 

 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
田 

義
昭 

 

四
国
森
林
管
理
局 

 
 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

満
久 

 

四
国
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

徳
留 

善
幸 

 

九
州
森
林
管
理
局 

 
 

業
務
管
理
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
前
幸
太
郎 

 

九
州
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

山
口 

輝
文 

   

◎ 

今
号
は
、
労
働
安
全
特
集
号
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。
日
頃
の
労
働
安
全
に

対
す
る
重
要
性
を
認
識
す
る
機
会
に
な
れ
ば
何
よ
り
で
す
。 

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
の
豪
雨
、
台
風
襲
来
な
ど
、
本
格
的
な
自
然
災
害
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
異
常
気
象
時
の
災
害
発
生
に
備
え
た

準
備
を
日
頃
か
ら
整
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の

各
種
対
策
と
併
せ
て
十
分
な
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◎ 

最
近
の
異
常
と
も
い
え
る
気
温
上
昇
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
気
象
庁
は

今
年
４
月
、
最
高
気
温
が
40
度
以
上
の
日
の
名
称
を
「
酷
暑
日
」
と
決
め
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
25
度
以
上
は
「
夏
日
」
、
30
度
以
上
は
「
真
夏
日
」
、
35
度

以
上
は
「
猛
暑
日
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
酷
暑
日
」
は
、「
猛
暑
日
」
の
決

定
以
来
、
約
20
年
ぶ
り
の
新
名
称
決
定
と
の
こ
と
で
す
。 

災
害
級
の
気
温
と
も
言
わ
れ
る
日
々
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
熱
中
症

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
暑
さ
へ
の
対
策
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
労
働

安
全
対
策
の
一
環
に
暑
さ
対
策
の
取
り
組
み
も
加
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 
 


